
妙高市制施行２０周年記念

催
は
２
年
ぶ
り
で
あ
る
。

的
で
あ
っ
た
。
終
了
後
に
は
、
各
学
校
の
代
表
者
か
ら
演
奏
指
導
の
感
想
や
お
礼
、
企
画
に
対
す
る
感
謝

か
ら
基
礎
練
習
や
演
奏
法
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
憧
れ
の
音
楽
隊
員
を
目
の
前
に
初
め
は
緊
張

様
子
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真
剣
な
眼
差
し
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
印
象

こ
れ
は
妙
高
市
制
施
行
２
０
周
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
妙
高
市
で
の
開

・
妙
高
中
学
校
・
妙
高
高
原
中
学
校
）
の
吹
奏
楽
部
員
を
対
象
に
１
２
音
楽
隊
に
よ
る
楽
器
指
導
が
行
わ

間
近
で
聴
く
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
一
気
に
引
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
、
音
楽
隊
員

と
な
っ
た
。

た
陸
上
自
衛
隊
第
１
２
音
楽
隊
（
隊
長　

１
陸
尉　

冨
田
淳
子
）
に
よ
る
派
遣
音
楽
演
奏
会
を
支
援
し
た
。

れ
た
。
は
じ
め
に
音
楽
隊
か
ら
「
祝
い
唄
と
踊
り
唄
に
よ
る
幻
想
曲
」
と
今
年
の
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

１
１
日
の
演
奏
会
に
先
駆
け
、
前
日
の
１
０
日
に
は
新
井
中
学
校
を
会
場
に
市
内
３
校
（
新
井
中
学
校

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
１
１
日
（
日
）
妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ー
ル
課
題
曲
で
あ
る
「
マ
ー
チ
「
メ
モ
リ
ー
ズ
・
リ
フ
レ
イ
ン
」」
の
２
曲
が
披
露
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は

し
た
面
持
ち
の
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
音
楽
隊
員
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
す
る
こ
と
で
緊
張
も
解
け
た

１
１
日
の
当
日
は
、
演
奏
会
を
楽
し
み
に
待
ち
わ
び
た

の
歌
声
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。」
と
感
想
を
話
し

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
本
機
会
が
生
徒
た
ち
だ
け
で
な
く
関
係
者
全
員
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
時
間

大
勢
の
来
場
者
が
ロ
ビ
ー
に
長
蛇
の
列
を
作
り
、
予
定
時

来
場
者
は
「
ど
の
曲
も
素
敵
で
も
っ
と
も
っ
と
聴
き
た

自衛隊新潟地方協力本部

陸上自衛隊第１２音楽隊演奏会

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏
会

吹
奏
楽
の
魅
力
に
ふ
れ
る
第
１
部
と
聴
き
馴
染
み
の
あ
る

く
な
り
ま
し
た
。」「
演
奏
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
歌
姫

幕
を
開
け
た
。
音
楽
隊
の
奏
で
る
力
強
く
も
繊
細
な
音
色

全
体
に
響
き
渡
る
透
明
感
の
あ
る
歌
声
は
、
来
場
者
を
歌

０
周
年
を
祝
う
に
相
応
し
い
「
祝
典
の
た
め
の
音
楽
」
で

は
来
場
者
を
魅
了
し
、
歌
姫
で
あ
る
藤
嶽
３
陸
曹
の
会
場

を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
、
親
し
み
を
よ
り
深
め

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

ポ
ッ
プ
ス
満
載
の
第
２
部
で
構
成
さ
れ
、
妙
高
市
誕
生
２

間
よ
り
も
早
く
開
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
演
奏
会
は
、

の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
だ
。

た
。


